


町
慶
の
鰍
符
に
蓼
蓄
町
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
賛
成
討
論

　
平
成
１
０
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
賛
成
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は

２
・
Ｏ
％
の
減
、
歳
出
は
２
・

５
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
決
算
の
特
徴
と
し
て
歳
入
歳

出
差
引
額
よ
り
繰
越
明
許
費
繰

越
額
２
千
５
０
６
万
９
千
２
３

０
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
７
千
８
７
４
万
９
千
８
４

８
円
、
実
質
収
支
比
率
５
・
５
％

と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
６
・

５
％
よ
り
改
善
さ
れ
て
お
り
、

予
算
書
に
明
記
さ
れ
た
歳
入
歳

出
額
に
近
い
数
値
で
執
行
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
適
正

に
諸
事
業
が
執
行
さ
九
た
事
を

高
く
評
価
し
ま
す
。
監
査
委
員

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
財
政

力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
、
公

債
費
負
担
比
率
に
関
し
て
は
い

ず
れ
の
数
値
も
改
善
さ
れ
て
お

り
、
町
民
の
生
活
と
福
祉
向
上

に
資
す
る
財
源
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
１
０
年
度
は
前
田
町
政
に

よ
る
活
・
活
西
桂
建
設
、
実
施

３
年
目
と
し
て
、
一
一
一
ツ
峠
周
辺

整
備
事
業
、
公
共
下
水
道
整
備

事
業
と
重
点
施
策
が
提
示
さ
れ
、

国
庫
補
助
事
業
を
取
り
込
み
平

成
ｕ
年
度
へ
か
け
て
大
型
事
業

を
執
行
中
で
あ
り
ま
す
。
活
・

活
西
桂
建
設
の
事
業
が
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
血

　
町
長
選
挙
に
お
い
て
４
年
間

の
活
・
活
西
桂
建
設
が
評
価
さ

れ
、
圧
倒
的
多
数
の
支
持
に
よ

り
執
行
者
と
し
て
付
託
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
民
の
期

待
に
応
え
る
前
田
町
長
の
責
任

は
重
大
で
あ
り
ま
す
。

　
更
な
る
ご
努
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

１０７円

０２９円
’
干
干

８
ｏ
リ
万
万

歳入２０債５干８０４

歳出１９債５干４２２

議
口

１１年９月定例会本会
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三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

　
監
査
委
員
を
代
表
し
て
監
査

報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
関

係
諸
帳
簿
及
び
書
類
等
良
く
符

合
し
て
間
違
い
な
く
適
正
に
執

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
財
務
事

務
も
全
体
に
良
好
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ま
す
。

〇
一
般
会
計
慨
要

　
実
質
収
支
７
千
９
０
０
万

円
、
実
質
収
支
比
率
５
・
５
％

と
対
前
年
度
の
収
支
比
率
で
ユ
・

Ｏ
％
減
の
す
ば
ら
し
い
数
字
を

示
し
全
体
の
決
算
額
を
高
い
精

度
で
掌
握
し
た
結
果
と
い
う
こ

と
で
す
。
引
き
続
き
こ
の
良
好

な
数
字
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
、

努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
財
政
分
析
指
標

　
財
政
力
指
数
の
５
年
問
の
推

移
は
Ｏ
・
３
３
か
ら
Ｏ
・
３
２
の
横

ば
い
の
数
値
と
き
び
し
い
数
値

に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
常
収
支

比
率
こ
れ
は
財
政
の
硬
直
度
を

示
す
指
標
で
す
が
、
町
村
は

７
０
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、

当
町
の
場
合
６
９
・
５
．
％
対
前
年

度
比
Ｏ
・
４
％
の
減
少
で
、
努

力
が
出
て
お
り
ま
す
。
公
債
費

負
担
比
率
は
町
村
の
場
合
１
０
％

以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お

り
、
当
町
は
７
・
８
％
、
対
前

年
度
比
Ｏ
・
８
％
の
減
で
、
努

力
し
た
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
下
に
あ
る
と
い
う

認
識
上
、
経
営
的
感
覚
が
出
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
将
来
に
渡
る
財
政
負
担

　
当
町
の
標
準
財
政
規
模
ｕ
億

３
千
１
０
０
万
円
、
こ
れ
で
除

し
た
数
値
で
見
る
と
、
町
債
ｕ

億
３
千
７
０
０
万
円
、
１
Ｏ
Ｏ
・

５
％
、
積
立
金
残
高
が
ｕ
億
４

千
４
０
０
万
円
、
７
９
・
９
％
と
、

厳
し
い
財
政
の
中
で
す
ば
ら
し

い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
整
備
基
金
５
千
万

円
、
そ
れ
か
ら
中
山
間
地
域
活

性
化
基
金
ユ
千
５
０
０
万
円
を

積
ん
で
お
り
、
今
後
も
堅
実
経

営
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税

　
収
入
未
済
率
に
つ
い
て
町
税

が
４
・
２
％
、
固
定
資
産
税
が

１
０
・
１
％
、
国
保
税
１
７
・
Ｏ
％

と
、
対
前
年
度
比
で
い
ず
れ
の

数
値
も
悪
化
と
い
う
こ
と
で
す
。

担
当
係
で
は
分
納
制
度
、
督
促

状
、
戸
別
訪
問
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
全
庁
的
な
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ゆ
行
政
改
革
の
推
遣

　
行
政
改
革
に
位
置
づ
け
た
Ｏ

Ａ
化
の
推
進
状
況
は
、
現
在
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
等
の
税

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
入
っ
て
お

り
、
口
座
振
替
制
度
を
早
急
に

取
り
い
れ
て
徴
収
率
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

ゆ
藺
易
水
道
特
別
会
計

　
耐
震
施
設
、
水
圧
低
下
の
解
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７万３干２６６円
４万８干０４０円

維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

民一人あたり

８万Ｏ干５３４円

吊
』
一

詠
、

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

呉昌

一
・
つ
し

民
よ
ま

町
の
れ

韮
丁

｛
団

～
、
丑

、
、

，
撒
灘

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

４万６干７６２円

平成１０年廣

股会計決算３万１干２１８円

へ
１万５干１２７円

他市町村との広域業務
負狽、各種団体等へ
補助等

９万８干３３６円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

大型備品の購入
町道水路

建物の建設等

＊町の貯金 ・借金の総額には猪別会計分も算入してあります
。

１３億７干８９５万８干円

　　　　（土地を除く）

２７万７干５１２円

魯
２０債９干８６０万４干円

４２万２干３３９円

　
　
　
　
ク

｛
　
一
，

気
、圃
、

＼’タ

‘

消
、
老
朽
施
設
の
改
修
を
目
指

し
て
、
町
民
全
体
の
問
題
と
し

て
水
道
料
金
に
つ
い
て
近
隣
町

村
の
実
態
を
調
査
す
る
中
で
、

値
上
げ
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

籔
伝
票
起
票

　
収
入
伝
票
に
収
入
年
月
日
の

未
記
入
、
押
印
漏
れ
、
支
出
伝

票
で
納
入
年
月
日
の
未
記
入
、

請
求
書
の
検
収
印
覧
に
検
収
漏

れ
、
請
求
年
月
日
の
未
記
入
が

あ
っ
た
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

小
山
議
員
　
こ
の
様
な
不
手
際

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

各
担
当
の
長
が
必
ず
確
認
を
し

て
提
出
さ
れ
る
様
に
す
べ
き
だ

と
恩
い
ま
す
。
今
後
は
未
記
入

が
な
い
よ
う
に
ご
指
導
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

渡
辺
監
査
委
員
　
不
備
な
点
に

は
メ
モ
を
添
付
し
て
あ
り
ま
す

し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
自

分
の
手
控
え
に
明
記
し
て
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
職
員
の
研
修
日

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
現
実
に

こ
う
い
う
不
備
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
、
改

善
に
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

■３－



塁
蔓
肥
董
偏
事
一
書
釜
韮
轟
億
嚢
ば
ー
年
盾
へ
纏
続

■

住民検診を受ける町民の皆さん

般会計決算ほか
全議案が可決される

平威１０年度

９月定例会 ・運合審査会

平
成
１
０
年
廣
一
般
会
計
決
算

問
　
町
税
の
滞
納
者
数
と
今
後

の
処
理
は
。

総
務
課
　
町
民
税
で
は
９
８
名
内

法
人
３
件
、
固
定
資
産
税
で
は

９
６
名
内
法
人
ｕ
件
、
や
む
を
得

な
い
も
の
は
不
納
欠
損
の
処
理

を
行
な
い
た
い
。
収
納
に
は
一

層
努
力
す
る
。

意
見
　
納
税
し
て
い
る
町
民
に

理
解
を
得
ら
れ
る
様
、
納
税
者

の
状
況
を
把
握
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
防
犯
灯
街
路
灯
整
備
事
業

の
継
続
は
。

総
務
課
　
ｕ
年
度
か
ら
は
、
区

要
望
事
項
の
中
で
対
処
す
る
。

問
　
住
民
検
診
の
受
診
者
枠
が

い
つ
ぱ
い
で
受
診
不
能
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
は
。

住
民
福
祉
課
　
定
員
の
枠
は
前

年
度
の
実
績
で
決
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
枠
の
数
を
増
や
し

調
整
を
し
て
対
応
し
た
い
。

問
　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
で

憩
の
森
の
公
衆
ト
イ
レ
を
三
ツ

峠
さ
く
ら
公
園
へ
移
転
さ
せ
た

が
、
現
状
、
設
置
状
況
が
悪
い

様
に
感
ず
る
が
。

建
設
課
　
憩
の
森
と
さ
く
ら
公

園
で
は
同
じ
工
法
で
設
置
し
た
。

問
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
設
計

委
託
７
３
８
万
円
余
と
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
は
や

め
た
と
説
明
し
た
の
で
は
。

企
画
振
輿
課
　
予
算
は
一
一
一
ツ
峠

さ
く
ら
公
園
の
設
計
委
託
に
ま

わ
し
た
。

に
審
劃
案
件
５

同
意
］
３
件

同
意
５
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る小佐野岩夫委員

　（富士吉田市〕

同
意
６
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

同
意
フ
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

－４■



傍
聴
席
か
ら
；
一
目

事
が
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

」、山多美子さん

　
９
月
最
後
の
本
会
議
、
議
事
、

一
般
質
問
、
質
疑
応
答
、
全
て

採
決
、
セ
レ
モ
ニ
ｉ
の
感
？
採

決
に
至
る
ま
で
に
議
員
各
位
の

異
議
も
多
々
あ
っ
た
事
と
思
い

ま
す
。
介
護
保
険
、
下
水
道
、

ご
み
処
理
、
パ
ソ
コ
ン
と
財
政

負
担
の
多
い
案
件
で
厳
し
い
情

勢
で
す
。
町
民
の
幸
せ
と
地
域

社
会
発
展
の
た
め
、
政
治
に
関

わ
る
方
々
の
努
力
と
活
発
な
質

疑
応
答
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
女
性
学
級
の
行
事
で
議
会
傍

聴
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
の

会
議
室
風
景
に
最
初
の
内
は
、

把
握
す
る
の
に
と
ま
ど
い
ま
し

た
。
簡
易
水
道
、
下
水
道
、
介

護
保
険
、
ご
み
処
理
、
農
業
振

興
な
ど
行
政
も
大
変
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
数
多
く
色
々
な

　
初
め
て
役
場
３
階
の
議
場
に

入
り
ま
し
た
。
傍
聴
人
取
締
規

則
に
従
い
静
か
に
少
し
緊
張
し

て
、
町
議
会
の
雰
囲
気
を
体
験

し
ま
し
た
。
我
々
町
民
の
生
活

に
関
わ
っ
た
重
要
な
議
案
に
つ

い
て
、
質
疑
応
答
を
厳
粛
に
遂

行
し
て
い
る
様
子
を
傍
聴
し
た

訳
で
す
が
、
会
議
独
特
の
言
葉

づ
か
い
で
聞
き
取
り
に
く
い
点

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
様
に
会

議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
、
そ

し
て
今
、
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
行
政
の
動
き
に
つ
い
て
も
知

る
良
い
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
匿
名
希
望

９月２９日開催９月定例会本会議を傍聴

　　町女性学級の受講生の皆さん

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■，■■■１

問
　
事
業
費
を
流
用
し
て
も
問

題
は
生
じ
な
い
の
か
。

企
画
振
輿
課
　
町
単
独
事
業
な

の
で
他
の
機
関
へ
の
協
議
は
必

要
が
な
い
。
議
会
へ
の
事
業
変

更
の
報
告
と
理
解
は
受
け
て
お

り
、
手
続
に
は
問
題
が
な
い
。

黎
の
竈
の
ｐ
Ｒ
宿

問
　
神
鈴
の
滝
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願

い
し
、
ま
た
上
流
の
堰
堤
整
備

が
景
観
上
必
要
で
は
。

町
長
　
県
へ
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
整
備
予
定
と
の
宙
甲
で
あ
る
。

間
　
神
鈴
の
滝
を
メ
イ
ン
と
し

た
＝
一
ツ
峠
の
写
真
を
名
刺
に
採

用
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
　
堰
堤
が
整
備
さ
れ
た
後
、

名
刺
を
検
討
し
た
い
。

問
　
英
語
指
導
に
外
国
人
講
師

を
迎
え
て
い
る
が
、
小
中
学
生

の
英
会
話
に
良
い
影
響
は
現
れ

て
い
る
か
。

教
育
長
　
中
学
校
で
ー
日
３
時

間
、
小
学
校
で
週
に
５
時
間
の

授
業
に
参
加
、
小
学
生
で
は
講

師
と
気
楽
に
話
し
合
え
る
関
係

が
で
き
、
中
学
生
で
は
簡
単
な

英
会
話
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
諸
外

国
の
理
解
に
役
立
っ
て
い
る
。

問
　
中
学
校
建
設
目
程
と
財
源

内
訳
は
。

教
育
委
員
会
　
建
設
総
事
業
費

は
概
算
で
ｕ
億
か
ら
１
２
億
円
程

度
、
基
金
と
国
の
補
助
、
起
債

で
対
応
し
、
平
成
１
４
年
度
に
は

建
設
に
着
手
し
た
い
。

町
長
　
中
学
校
建
設
基
金
以
外

の
基
金
も
取
り
崩
し
、
町
有
財

産
の
処
分
、
ま
た
建
設
事
業
を

精
査
し
て
、
出
来
る
だ
け
借
入

れ
は
少
な
く
し
た
い
。

問
　
青
少
隼
健
全
育
成
の
夜
問

パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
抜
打
ち
に
よ

る
巡
回
で
実
施
し
た
ら
。

教
育
長
　
町
民
会
議
に
よ
る
夜

間
巡
回
は
啓
蒙
活
動
を
重
視
し

て
来
た
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
住

民
に
お
知
ら
せ
を
し
て
き
た
。

問
　
非
行
防
止
の
講
演
で
は
悪

い
事
例
を
提
示
さ
れ
る
話
が
多

い
。
実
績
が
上
が
っ
て
良
く
な

っ
た
事
例
を
知
り
た
い
の
で
は
。

教
育
委
員
会
　
来
年
度
は
県
関

係
機
関
と
協
議
を
し
て
、
講
師

の
選
定
を
し
て
い
き
た
い
。

案
例
一
４
件

議
案
黎
　
西
桂
町
職
員
の
懲
戒
の

　
手
続
お
よ
び
効
果
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

○
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

　
関
連
し
て
、
条
例
の
字
旬
の
訂

　
正
を
行
な
う
。

議
案
鶉
　
西
桂
町
；
ツ
峠
グ
リ
ー

　
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
夜
間

　
照
明
設
備
の
完
成
に
伴
い
、
使

　
用
料
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　－　
　
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
場

　
　
夜
間
照
明
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
聞
当
た
り

　
●
町
　
　
　
民
　
３
０
０
円

　
●
町
民
以
外
の
者
　
５
０
０
円

畿
案
訓
　
西
桂
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

　
ー
派
遣
手
数
料
条
例
の
一
部
改

　
正
○
国
の
事
業
運
営
要
綱
の
一
部
改

　
正
に
伴
い
県
の
指
導
に
よ
り
、

　
手
数
料
を
引
き
上
げ
る
。

議
案
拓
　
西
桂
町
老
人
医
療
費
助

　
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
県
補
助
金
要
綱
の
一
部
改
正
に

　
よ
り
損
害
賠
償
請
求
権
を
第
３

　
者
行
為
の
医
療
に
つ
い
て
事
務

　
の
明
確
化
を
行
な
う
。

Ｈ
補
正
予
算
］
３
件

平
成
ｕ
年
度
補
正
予
算
、
別
記

藻
墓
フ
件

平
成
１
０
年
度
決
算
、
別
記

［
議
員
発
議
］
１
件

発
議
５
　
遺
路
整
備
予
算
確
保
に

　
関
す
る
意
見
書
の
提
出

○
建
設
文
教
委
員
会
で
の
協
議
の

　
繕
果
、
意
見
書
提
出
と
決
定
。

■５－



チ型の僑を建設県の補助を受け桂川に木製ア

９月定例会 ・運合審査会

琵
１
１
責
　
　
般
会
計
補
正
予
算

間
　
保
育
所
増
改
築
工
事
設
計

監
理
料
の
算
出
方
法
は
。

住
民
福
祉
課
　
工
事
費
の
約

６
％
を
計
上
し
た
。

問
　
設
計
経
費
の
実
状
価
格
は

も
っ
と
安
い
は
ず
で
は
。

町
長
　
補
助
■
対
象
事
業
と
し
て

申
講
す
る
た
め
の
予
算
上
の
措

置
で
あ
る
。

問
　
公
園
費
計
上
の
桂
川
公
園

へ
設
置
す
る
橋
梁
建
設
及
び
造

成
費
の
補
助
率
は
。

建
設
課
　
補
助
率
は
２
０
％
で
、

橋
梁
及
び
倉
見
側
駐
車
場
造
成

事
業
も
対
象
と
な
る
。

問
　
つ
り
橋
計
画
が
、
木
製
ア

ｉ
チ
型
の
橋
に
変
更
に
な
っ
た

理
由
は
。

建
設
課
　
景
観
に
配
慮
と
の
、

県
の
指
導
も
あ
り
変
更
す
る
。

木
製
の
橋
で
も
耐
用
年
数
は
金

属
製
の
橋
と
変
わ
ら
な
い
。

意
見
　
よ
り
景
観
に
マ
ッ
チ
し

た
橋
と
し
て
、
事
業
変
更
は
理

解
で
き
る
。

間
　
中
学
校
費
の
備
品
購
入
費

の
内
容
は
。

教
育
委
員
会
　
音
楽
部
が
演
奏

の
た
め
使
用
す
る
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
と
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
近
隣
の
中
学
校

か
ら
借
り
て
使
用
し
て
い
た
。

問
　
ど
の
よ
う
な
楽
器
か
。
ま

た
現
在
の
部
員
数
は
。

教
育
委
員
会
　
木
管
楽
器
で
あ

る
。
現
在
は
２
２
名
が
音
楽
部
に

所
属
し
て
い
る
。

問
　
森
林
整
備
人
夫
賃
を
計
上

し
て
い
る
が
、
ど
こ
の
山
を
整

備
す
る
の
か
。

企
画
振
輿
課
　
県
補
助
に
よ
り
、

三
ツ
峠
県
有
林
を
実
施
す
る
。

問
　
民
間
の
森
林
も
補
助
対
象

と
な
る
の
か
。

企
画
振
輿
課
　
対
象
と
な
る
。

民
閻
所
有
林
に
つ
い
て
も
補
助

事
業
に
よ
り
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

側面図 Ｓ＝１／１００ 単位：ミリメートル
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ト
ー
ガ

○
冨
山

７
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

　
◇
請
願
・
陳
情
処
理
確
認

１
４
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
△
西
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
所
信
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
（
承
認
９
－
１
５

　
　
　
議
案
３
２
－
３
８
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
◇
休
会
議
決

　
本
会
議
散
会

　
連
△
□
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

１
７
日
総
務
委
員
会

　
◇
所
管
事
務
調
査

２
０
日
建
設
文
教
委
員
会

　
◇
Ｔ
■
事
現
場
視
察
■

　
　
　
＾
桂
川
流
域
下
水
道
）

　
◇
所
管
事
務
調
査

　
◇
意
見
書
内
容
協
議

　
　
　
一
発
議
５
一

別
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
一
員
長
報

　
　
告
＾
議
案
躯
－
鎚
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
休
会
議
決

　
本
会
議
散
会

　
連
△
口
審
査
ム
衙

－６－



上
．．
計
を．

干

．
一
１
．

　　　　　　　　　費　　　　　　　　箏　　　　　　工　　　　修　　　改　等壁　　　　館　　　会　業産
１１年度主な

補正予算計上

会　　計 名　　　　　　補　正 額補正後の予算総額
議案３６　一般会計３号補正　　　　　　６千５３５万４千円　１８億６千４１２万４干円

○基盤整備 ・道路体系の整備　　　　　２千０８０万Ｏ千円
　　三ツ峠線改良工事費他ユ件の計上 。

○産業振輿 ・商工業の振輿　　　　　　　　７５１万３千円
　　西桂町産業会館外壁等改修工事費を計上する 。

○福祉充実 ・レクリェーション施設の充実　５５０万Ｏ手円
　　斜張橋として準備を進めていた桂川公園倉見側橋梁について、桂１１１の景観保全を重視した木製アーチ橋に設計変
　更するための経費３５０万円、倉見側駐車場用地の街灯設置工事費２００万円の追加計上す札

○福祉充実 ・社会福祉の充案　　　　　１千５３８万７千円
　　保育所増改築経費を計上する 。

○その他経費　　　　　　　　　　　　１千１６８万３千円
　　税の前納報奨金２４０万８千円の追加、区要望事項を受けて農業用水路改修費等７７０万円、地方分権例規整備委託
　　１５７万５予円等、適加計上する 。

議案３７老人保健法会計１号補正　　　　　　　３００万Ｏ干円　　２億８千４０９万Ｏ千円

○医療費支絵費の追加　　　　　　　　　　　３００万Ｏ千円
　　平成ユ１隼４月から８月分までの補装具 ・柔道整復師等医療費支給費の支払実績による増額であ乱

議案３８　グリーンセンター会計１号補正　　　　　　　　　９５万３千円

○事業収入の追加　　　　　　　　　　　　　８４万Ｏ千円
　　水販売収入の増加による追加琶十上である 。

○水販売事業費の追加　　　　　　　　　　　　９５万３千円
　　事業費の追加であり 、財源として水販売収入８４万円と繰越金を充当するものであ糺

３千２５９万６千円

道
路
整
備
予
算
確
保
に
関
す
る
意
見
書
一
抜
粋
一

　
道
路
は
人
々
の
日
常
生
活
を
支
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
、

経
済
活
動
や
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
も

基
本
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。
真
に
生
活
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
を

実
感
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
緊
急

か
つ
体
系
的
な
道
路
整
備
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
国
道
ユ
３
９
号
線
及
び
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の
交
通
渋
滞
解

消
を
図
り
、
西
桂
町
内
の
新
規
バ
イ
パ
ス
等
の
建
設
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
財
源
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
税
、
自
動
車
重
量
税
等

の
道
路
特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備
予
算

の
な
お
一
層
の
拡
大
確
保
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
政
府
は
道
路
整
備
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
次
の
事

項
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
平
成
１
２
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
新
道
路
整
備
５
箇
年
計
画

　
に
基
づ
き
、
道
路
特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
一

　
般
財
源
を
大
幅
に
投
入
し
、
道
路
整
備
を
拡
大
す
る
こ
と
。

２
．
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
道
か
ら
高
規

　
格
幹
線
道
路
に
至
る
道
路
網
の
整
備
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
。

３
．
地
方
の
遺
路
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
白
治
法
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
ｕ
年
９
月
２
９
日

内
閣
総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、

建
設
大
臣
、
白
治
大
臣

西
桂
町
議
会
議
長

　
◇
付
託
議
案
審
査

２
９
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
再
開

　
◇
会
期
中
の
委
員
会
所
管
事

　
　
務
調
査
報
告
一
総
務
委
貝

　
　
　
会
、
建
設
文
教
委
員
会
一

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
承
認
９
ｉ
Ｂ
）

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
長
報
告
（
承
認
１
４
，
１
５
〕

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
町
長
議
案
追
加
上
程

　
荷
意
５
－
７
一

　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

討
論
・
採
決

◇
議
員
発
議
上
程

　
（
発
議
５
〕

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
一
般
質
問
（
小
山
議
員
、

　
滝
口
議
員
一

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

査
議
決
＾
総
務
委
員
会
・
建

　
設
文
教
委
員
会
・
議
会
運

　
営
委
員
会
・
議
会
広
報
編

　
集
委
員
会
）

本
会
議
閉
会

■７■
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９月定例会 ・本会議

　
６
月
の
呵
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
よ
り
多
大

な
ご
支
援
を
頂
き
、
２
期
目
の
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
べ
く
粉
骨
砕
身
努
カ

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撞
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
新
し
い
時
代
へ
の
夢
が
共
存
す
る
呵
を
目
指
し
、
調
和
と

活
カ
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
で
は
活
活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施
策
等
か
ら
一
部
の

事
業
執
行
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
基
齪
整
備
に
つ
い
て
Ｖ

　
道
路
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
町
遣
三
ツ
峠
線
の
拡
幅
計

画
を
進
め
て
お
り
、
土
地
所
有

者
と
誠
心
誠
意
、
用
地
交
渉
に

当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て

の
用
地
交
渉
が
完
了
後
、
年
内

に
は
工
事
着
工
が
出
来
る
よ
う
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

７
月
２
６
日
に
開
催
さ
れ
た
桂
川

流
域
下
水
道
推
進
協
議
会
の
席

に
お
い
て
県
土
木
部
長
よ
り
総

事
業
費
が
全
体
で
３
０
０
億
円

の
増
額
、
ま
た
供
用
開
始
に
つ

い
て
も
当
初
計
画
の
平
成
１
３
年

度
が
平
成
乃
年
度
と
２
年
間
延

伸
に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
当
町
に
お
い
て
の
負

担
金
の
増
額
は
９
千
７
０
０
万

円
と
の
試
算
で
あ
り
ま
す
が
、

西
桂
町
を
含
め
た
桂
川
流
域
関

連
の
３
市
２
町
に
お
い
て
は
、

今
後
も
桂
川
流
域
下
水
道
推
進

協
議
会
に
お
い
て
納
得
の
い
く

説
明
を
求
め
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。流域下水遭違設、細得のいく説明宿

国際交流１二呵民の昌哩竈看求める

　
ご
み
処
理
関
係
補
助
事
業
に

お
け
る
電
動
生
ゴ
ミ
処
理
容
器

補
助
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
当

町
の
電
器
店
等
に
協
力
を
お
願

い
し
、
現
在
ゴ
ミ
減
量
化
の
啓

発
と
容
器
購
入
へ
の
普
及
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
〈
産
業
振
臭
に
つ
い
て
Ｖ

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

業
体
験
学
習
棟
を
整
備
し
、
遊

休
農
地
を
利
用
し
て
、
青
ば
た

大
豆
・
そ
ば
・
リ
ン
ゴ
等
を
農

産
物
の
特
産
品
と
し
て
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業
委

員
会
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
農

業
団
体
、
各
農
家
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
農

業
委
員
会
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
小
学
生
と
一
緒
に
農
作

物
の
栽
培
に
取
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
農
業
体

験
及
び
都
市
住
民
と
の
交
流
会

に
よ
り
農
業
振
興
対
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

昭
和
５
３
年
度
に
建
設
さ
れ
た
産

業
会
館
に
つ
い
て
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
外
壁
工
事

及
び
サ
ッ
シ
等
の
取
り
替
え
工

事
を
行
い
、
商
工
業
の
拠
点
で

あ
る
産
業
会
館
を
安
全
に
使
用

で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
〈
環
境
整
備
に
つ
い
て
〉

　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
で
、

平
成
皿
年
４
月
か
ら
６
歳
未
満

の
乳
幼
児
に
幼
児
用
補
助
装
置
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
交
通
安

全
対
策
で
は
、
運
転
者
の
意
識

高
揚
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
り
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
も

見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
〈
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
Ｖ

　
＝
一
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

順
調
に
各
種
整
備
事
業
計
画
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
フ
ッ
ト
サ

ル
場
の
夜
問
照
明
工
事
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
健
康
増
進
・
施

設
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
順

調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

完
成
後
に
は
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
中
で
、
多
く
の
町
民
、
町

外
者
等
に
よ
り
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
公
園
整
備
事
業
以
外
の
桂

川
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は

■８■



○平成１０年度の７会計決算額Ｏ

　　会　　計　　名　　　歳入歳出決算差引　　繰越明許費繰越額　　　実質収支額

一．

承黎９．一　　盤

一．一．、一

参．、一、．司１

．一、．、

１．億９干蔓………１万９干９Ｚ員巴．　　

一．

；干旦９蔓万９ｒ・２３０円　　　７干８７４万９干蔓４蔓臣

　　（区 ’二 一’券，一　　　　　　　　　 ’礒胆
一’ 蕊一’嶺，’　　　｛易

’一

，］内予算計．一鋤
’’’’’’’’’’’…’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’

○墓盤整備　　　　　　　　２億Ｏ干０５２万６干円（２億５干１５１万５干円）

　　町単遵路整備事業、町公共下水道整備事業、ゴミ収集事業、ゴミ処理関係補助事業

○産業振輿　　　　　　　　　１干１２２万９干円（１干１２６万Ｏ干円）

　　特定農地貸付事業、産地形成化促進事業、農林業振興計画策定事業、商工業活性化促進事業、織物業活性化製品開発補助事業

○環境整備　　　　　　　　　　　６干５８９万９干円（７干２０３万９干円）

　　防災体制整備事業、小屋の入防災対策事業、住民防災意識高揚箏業、自主防災組織整備事業、防犯灯・街路灯整備事業、交通
　　安全対策事業、町総合行政システム化事業、町役場庁舎内装改修事業

○福祉充実　　　　　　　３億５干５８７万８干円（３億６干２５０万３干円）
　　三ツ峠周辺整備事業、柿の木公園整備事業、新水源地確保事業、配水管整備事業、漏水調査等業務委託、各種保健事業、デイ
　　サービスセンター運営事業、在宅福祉事業、高齢者生きがい対策事業、桂 コミュニティー整備事業

○人材育成　　　　　　　　　　４６７万８干円（４９２万９干円）
　　ふるさと夏祭り事業、ボランティア活動環境整備事業、やまなし青年海外セミナー派遣事業、樹１１クリーンキャンペーン事業

、

　　社会貢献活動支援事業

○敦育文化の促遣　　　　　　６干６９６万７干円（６干８１２万６干円）
　　芸術 ・文化交流、生涯学習事業、生涯スポーツの普及、児童館開放、カウンセリング事業、Ｓ　Ｓ　Ｃ事’業、英言吾助手の活用

、

　　母と子の食生活共同体験、中挙校建設整備事業

　　会　　計　　名
承認１０国民健康保険特別会計

承認１１老人保健法特別会計

承認１２　グリーンセンター特別会計

承認１３地域振興券特別会計

承認１４簡易水遭特別会計

承認１５下水遭特別会計

　　歳　入　総　額

３億Ｏ干３９５万５干８９２円

２億８干６３９万Ｏ干１６５円

２干８６４万４干２２６円

１ｒ・６２９万４干９５６円

７干８２０万２干７２５円

３億６干０５２万３干０６４円

　　歳　出　総　額
２億８干９５１万２干９７７円

２憶７干８０６万７干５４９円

２ｒ・８０２万５干１３２円

９０５万Ｏ干９５６円

７干５２２万９干９６６円

３億５干４６７万５干８２４円

歳入歳出決算差引
１干４４４万２干９１５円

８３２万２干６１６円

６１万９干０９４円

７２４万４干０００円

２９７万２干７５９円

５８４万７干２４０円

落合工区シールド現場を視察する町議会議員

たなの慮県をい倉り択県り町
のいほしか考て見ましのま単
でかうたらえは側して補し事
’とが場 ’て ’とたい助た業
検の適合地い町公　た対がとｌｌｌ１顯箏１

製しは橋考　橋つ　な採　 い

約　の 員林 〈看秀嚢裏塁婁会

まつ訪れ流化育
ゼ男差筍賛成
が意成名　い
’見果　の　て
国等　と　派は
際を今遣　

’

交集後団桂

．二　 一

つ
し、

て

〉

意　り　先画の
努良進で　ア
カ　い　地考　ｉ
し橋視え　チ
て　梁察て橋
い設　を　お　を
く置実　り架
考に施ま　け
え向　しすて
でけてズい
すて　’ ｒ　く
。鋭よ 僕計

るを心に月業生器い４は学け　開新協は　くのによろ市あ訪山は流
も行とよを者方にて校 ’校る個始通力 ’小おごはりでで つ問紫 ’を
のくしる目がのつ検を７パ情性し学に関学願理 ’積ああたの水桂進
で情たイ処決意い討視月ソ報あて路よ係校い解議極りるこ際明のめあ報 ’ンに定見てを察中 コ教るおをり各新申と員的まとと大 ・字る
妻蓑筆げ告藁釜奏二慕奏轟簑美～黄護女喬董釜…襲葦菱謡零署

　　始もツパた←現結れ内にの展　 た６方に 文を ビすの得適的媚持て
　　篭菱圭二婁導髪早隻案ズ窪　嚢呈ポ　頂にる事た切好のつ桂　　れ端中ン、。入先機づ進て中お 　をりごて 　差罠隻菱き嘉肇共榛箒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一９一
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介
竈
保
倹
制
盾
の
内
昏
と

　
　
　
呵
の
取
ｏ
組
み
状
況
は

　
　
　
制
度
理
解
の
た
め
地
区
説
明
会
を

　
　
　
開
催
し
、
諸
準
情
を
進
め
て
い
る

忠男議員

　
　
　
１
０
月
よ
り
要
介
護
希
望

問
　
　
　
者
の
申
請
受
付
が
始
ま

り
、
調
査
員
が
聞
き
取
り
調
査

後
、
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
、

富
士
北
麓
介
護
認
定
審
査
会
に

お
い
て
介
護
区
分
の
判
定
が
さ

れ
る
。
介
護
保
険
は
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
判
断
が
重
要
で
あ
り
、
関
係

者
の
研
究
努
力
を
望
む
。

　
次
の
事
項
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。
○
対
応
す
る
構
成
員
と

職
務
名
称
と
人
数
、
　
被
保
険

者
数
、
ゆ
保
険
料
仮
算
定
と
消

費
範
囲
、
＠
介
護
保
険
給
付
項

目
と
そ
の
効
能
、
＠
在
宅
サ
ー

ビ
ス
と
住
宅
改
善
の
限
度
額
、

＠
町
独
白
の
サ
ー
ビ
ス
、
＠
市

町
村
の
実
態
を
調
査
し
県
は
そ

れ
を
基
に
サ
ー
ピ
ス
の
必
要
量

を
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
。

長
平
成
９
年
青
に
介
護

－
剛
一
保
険
法
が
成
立
し
、
国
十

県
、
町
は
、
介
護
保
険
に
関
す

る
諸
準
備
を
進
め
て
き
た
。
町

と
し
て
は
、
こ
の
制
度
を
、
町

民
の
方
々
に
充
分
ご
理
解
頂
く

よ
う
各
地
区
で
の
説
明
会
を
開

催
し
た
。

　
ユ
点
目
の
対
応
す
る
構
成
員

は
、
住
民
福
祉
課
、
総
務
課
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
現
状
職
員

で
事
務
を
進
め
て
い
く
。

　
２
点
目
の
被
保
険
者
数
は
、

現
時
点
２
千
３
６
８
人
で
あ
る
。

　
３
点
目
の
保
険
料
及
び
交
付

金
の
消
費
範
囲
は
、
特
別
会
計

で
歳
入
財
源
は
、
保
険
料

５
０
％
・
国
の
交
付
金
２
５
％
・
県

と
町
の
財
源
は
各
１
２
・
５
％
で

あ
る
。
消
費
範
囲
は
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
で
保
険
給
付
さ
れ
る
。

　
４
点
目
の
介
護
保
険
給
付
項

目
と
そ
の
効
能
は
、
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、

短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入

所
療
養
介
護
等
々
で
あ
る
。
施

設
サ
ｉ
ビ
ス
は
、
介
護
老
人
福

祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設

及
び
介
護
療
養
型
医
療
施
設
等

で
あ
る
。
効
能
は
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
き
、
高
齢
化

社
会
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
５
点
目
の
住
宅
改
善
限
度
額

は
、
手
す
り
の
と
り
つ
け
や
段

差
解
消
な
ど
、
小
規
模
な
住
宅

改
修
で
、
支
給
限
度
額
は
２
０
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
る
血

　
６
点
目
の
町
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
等
を
考
え
て
い
る
。

　
７
点
目
の
保
険
料
仮
試
算
に

つ
い
て
、
訪
間
調
査
に
よ
り
、

高
齢
者
の
見
込
み
、
居
宅
サ
ー

ピ
ス
、
施
設
対
象
者
人
数
の
掌

握
等
の
事
業
費
を
算
出
し
、
保

険
料
試
算
と
し
て
、
２
千
円
強

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
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◎申請については、受付当初に集中する

　ことが見込まれますので平準化を行な

　い、誕生月を単位に受付を行ないます
、

　ご協力お願いいたします
。

　　１０月一１・ ２月生れの方

　　１１月一３ ・４ ・５ ・６月生れの方

　　１２月一施設入所者の方

　　１月一７ ・８ ・９月生れの方

　　２月一１０ ・１１・ １２月生れの方

西桂町役場　住民福祉課

　介護保険担当　ＴＥＬ．２５－２１２１

いきいき健康福祉センター

　保健衡生担当　ＴＥＬ．２５－４０００

◎平成１１年◎

「要介護認定」申請受付

１０月より
スタート

◎
介

　
　
要

　◎平成１２年◎

介護保険のサービス

４月より
　スタート
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昼
み
処
厘
・
し
尿
処
邊
施
設
の

　
　
　
慨
暮
と
負
担
金
算
出
方
濠
は

　
　
　
富
士
吉
田
市
の
施
設
を
使
用

　
　
　
施
設
維
持
の
た
め
負
担
金
を
支
払
う

　
　
　
○
ご
み
処
理
施
設
利
用

問
　
　
　
に
伴
う
各
種
負
担
金
の

算
出
は
。
＠
ご
み
処
理
施
設
の

能
力
と
性
能
は
。
　
ご
み
処
理

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物

の
処
理
は
。
＠
ご
み
の
総
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
量
の
対
比

率
は
。
＠
ご
み
処
理
広
域
構
想□

貝
し尿処理施

一
．
．
乃
＝

・

■セ１０月１９日 富士吉田市環

は
。
＠
し
尿
処
理
施
設
利
用
に

伴
う
各
種
負
担
金
の
算
出
方
法

は
。
＠
し
尿
処
理
施
設
の
能
力

と
性
能
は
。
＠
し
尿
処
理
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処

理
内
容
は
。
＠
し
尿
処
理
広
域

構
想
は
。

長
　
ｏ
の
ゴ
、
、
、
処
理
運
営
負

６
則
　
担
金
は
処
理
量
に
よ
り

算
出
し
、
本
年
度
の
予
算
は
２

千
５
９
７
万
８
千
円
で
、
年
間

で
ー
千
５
０
３
ト
ン
処
理
予

定
、
広
域
全
体
の
５
・
５
ユ
％
と

な
る
。
ま
た
ゴ
ミ
処
理
場
建
設

起
債
償
還
負
担
金
は
、
人
口
割

に
よ
り
算
出
し
、
比
率
と
し
て

７
・
１
２
％
と
な
り
、
６
０
８
万

７
千
円
を
予
算
計
上
。

　
ゆ
の
可
燃
物
処
理
施
設
は
、

ユ
日
１
６
時
間
稼
動
で
４
５
ト
ン
の

処
理
能
力
の
炉
が
２
基
、
不
燃

物
処
理
施
設
は
、
１
日
５
時
問

で
２
５
ト
ン
の
能
力
で
あ
る
。

　
ゆ
に
つ
い
て
、
現
在
は
福
井

県
敦
賀
市
の
最
終
処
分
場
に
搬

出
し
て
い
る
。

　
＠
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
は
平
成

１
０
年
度
実
績
、
可
燃
物
・
不
燃

物
・
粗
大
ゴ
ミ
併
せ
て
約
ユ
千

５
３
５
ト
ン
で
、
約
８
・
１
％

が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
。

　
＠
の
広
域
化
構
想
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
富
士
吉
田
市
・
西

桂
町
・
河
口
湖
町
・
忍
野
村
で

ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
推
進
委
員

会
を
設
置
、
検
討
し
て
い
る
。

　
＠
の
負
担
金
は
３
つ
で
、
し

尿
処
理
運
営
負
担
金
は
処
理
量

に
よ
り
算
出
し
、
本
年
度
は
年

間
－
千
９
８
４
ト
ン
で
、
広
域

全
体
の
８
・
５
２
％
、
１
千
６
２

２
万
６
千
円
を
予
算
計
上
し
た
。

し
尿
処
理
場
建
設
起
債
償
還
負

担
金
は
、
人
口
割
７
０
％
・
処
理

量
割
２
０
％
・
均
等
割
ｍ
％
で
算

出
し
、
本
年
度
は
５
６
８
万
７

千
円
を
予
算
計
上
、
広
域
全
体

の
７
・
８
３
％
が
町
の
負
担
。
し

尿
施
設
整
備
負
担
金
の
算
出
も

建
設
起
債
償
還
負
担
金
と
同
様

で
５
１
１
万
円
を
予
算
計
上
。

　
＠
の
し
尿
処
理
施
設
の
能
力

は
、
１
日
稼
動
し
て
９
０
ト
ン
の

処
理
能
力
で
あ
る
。

　
＠
の
廃
棄
物
は
、
一
部
廃
棄

物
に
つ
い
て
敦
賀
市
の
最
終
処

分
場
に
搬
出
し
て
い
る
。

　
＠
、
現
状
の
施
設
は
平
成
”

年
ま
で
使
用
で
き
る
た
め
、
広

域
化
構
想
は
考
え
て
い
な
い
。

インターネヅト０Ａ化の内容と

今蟹の膿器蟹偏計回は

不燃ごみより缶とビンを仕分けする

　　　環境美化センター職員

呵ホームページ開設に向けて

機器及ぴソフトの整情を図る

「
阯
－
■
同
■

　
　
　
Ｏ
Ａ
イ
ン
タ
ｉ
ネ
ッ
ト

問
　
　
　
化
の
諸
経
費
に
つ
い
て
、

設
置
投
資
額
は
５
千
８
０
０
万

円
の
う
ち
約
３
２
％
弱
に
あ
た
る

ー
千
８
１
３
万
円
が
経
費
と
し

て
予
算
化
さ
れ
、
内
訳
は
保
守

点
検
費
－
千
５
１
３
万
円
、
借

上
料
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
Ｏ

Ａ
機
器
の
増
幅
計
画
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

長
保
守
委
託
料
は
、
０
Ａ

而
｝
　
機
器
保
守
委
託
、
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託
、
固

定
資
産
税
デ
ー
タ
コ
ン
バ
ー
ト

委
託
の
３
点
で
、
借
上
料
は
、

本
年
度
導
入
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
用
の
サ
ー
バ
ー
２
台
と
、
税

務
・
人
事
・
情
報
管
理
等
の
守

秘
的
な
業
務
で
利
用
す
る
パ
ソ

コ
ン
５
台
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用

の
ソ
フ
ト
等
の
リ
ー
ス
料
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
Ｏ
Ａ
機
器
保
守

委
託
の
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

専
用
線
接
続
委
託
３
０
０
千
円

と
固
定
資
産
税
デ
ー
タ
コ
ン
バ

ー
ト
委
託
の
２
５
２
万
円
は
、

本
年
度
の
み
の
支
出
と
な
る
。

　
今
後
の
導
入
計
画
は
、
業
務

用
ソ
フ
ト
の
改
訂
に
備
え
、
既

存
の
パ
ソ
コ
ン
を
強
化
し
、
町

内
外
へ
の
情
報
発
信
に
向
け

て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

の
た
め
、
機
器
及
び
ソ
フ
ト
等

の
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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口
薫
体
瞼
学
習
枳
の
管
哩
ｏ
曽
は

　
　
　
口
鶉
振
輿
に
向
は
た
取
り
組
み
は

　
　
　
体
験
学
習
棟
は
口
業
団
体
の
受
入

　
　
　
体
制
が
整
え
ば
運
営
を
任
せ
た
い

１０月３日実施、さつまいも掘り体験

　
　
　
先
進
地
視
察
の
中
で
現

問
　
　
　
実
に
成
功
し
て
い
る
農

業
体
験
施
設
を
拝
見
す
る
時
、

地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
る
管
理
運
営
等
が
事
業
成
功

の
秘
訣
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
農
業
体
験
学
習
棟
の

管
理
運
営
等
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
ま
た
平
成
１
１

年
度
以
降
の
国
県
と
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
の
経
過
を
伺
い
た
い
。

　
次
に
農
業
振
興
に
つ
い
て
現

在
、
農
業
委
員
会
、
各
種
農
業

団
体
で
遊
休
農
地
等
を
有
効
活

用
し
て
い
る
が
、
農
業
者
の
高

齢
化
・
担
い
手
不
足
・
農
業
機

械
の
高
額
と
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。
そ
こ
で
共
同
使
用
の
た

め
、
町
に
よ
る
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
の
購
入
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
次
に
町
内
に
お
い
て
、
有
害

鳥
獣
問
題
が
急
激
に
進
ん
で
お

り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
及
び
県
下

の
対
策
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

長
農
林
業
振
興
施
策
に
取

］
田
　
組
む
た
め
、
農
業
体
験

学
習
棟
建
設
を
実
施
し
た
。
こ

の
整
備
は
、
住
民
福
祉
は
勿
論
、

都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し

て
、
雇
用
機
会
の
創
出
を
最
大

の
目
的
に
建
設
し
て
い
る
。

　
現
在
、
施
設
利
用
計
画
策
定

事
業
を
導
入
し
て
、
町
民
・
町

外
者
等
が
施
設
利
用
で
き
る
計

画
害
を
策
定
中
で
あ
る
。
農
業

体
験
学
習
棟
の
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
町
で

管
理
運
営
を
し
、
各
種
農
業
団

体
の
組
織
強
化
・
人
材
育
成
等

を
図
り
、
住
民
に
よ
る
組
合
、

組
織
等
が
設
立
し
た
と
き
管
理

運
営
を
お
願
い
し
、
雇
用
機
会

の
創
出
を
図
り
、
町
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
国
・
県
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の

経
過
は
、
新
山
村
振
興
等
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
の
う
ち
交

流
施
設
整
備
事
業
を
計
画
し
、

協
議
の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の

購
入
は
、
農
業
振
興
を
図
る
た

め
必
要
不
可
欠
な
農
業
機
械
で

あ
る
。
高
額
で
あ
る
こ
と
、
維

持
管
理
費
の
経
費
問
題
及
び
管

理
運
営
方
法
等
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
責

任
の
と
れ
る
組
織
等
が
設
立
で

き
た
ら
、
補
助
事
業
導
入
に
よ

り
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
続
い
て
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ

い
て
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
町
内
で
の
被
害
が
拡
大
し
て

お
り
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
被
害
状
況
調
査
を
実

施
し
た
。
対
策
と
し
て
町
猟
友

会
に
有
害
鳥
獣
駆
除
を
業
務
委

託
し
て
い
る
。
今
後
、
広
葉
樹

等
を
山
に
植
栽
し
、
サ
ル
に
よ

る
被
害
が
軽
減
で
き
な
い
か
と

考
え
、
現
在
、
大
月
林
務
事
務

所
に
お
い
て
、
事
業
を
進
め
て

い
る
。
県
に
対
策
協
議
会
等
の

早
急
な
設
置
と
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
の
補
助
金
等
導
入
に
つ
い

て
お
願
い
し
た
。

　
　
　
農
業
体
験
施
設
の
運
営

問
　
　
　
は
一
般
に
官
が
入
る
よ

り
民
聞
に
任
せ
た
ほ
う
が
良
い
右

　
西
桂
の
よ
う
な
零
細
規
模
な

委員、
地

∴
止
ク

　
家

農
家
で
は
大
型
ト
ラ
ク
タ
ｉ
の

購
入
は
出
来
な
い
。
前
向
き
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
町

長
も
県
に
行
っ
た
時
、
駆
除
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
体
験
道
場
は
官
が
入
れ

帖
川
ば
成
功
し
な
い
。
確
か

に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
団
体
と
交
渉
を
し
て
い

く
方
針
と
基
本
的
に
は
決
め
て

あ
る
。

　
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
で
管
理
を
し

て
い
た
だ
く
契
約
が
取
れ
れ
ば
、

補
助
事
業
も
あ
る
の
で
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
有
害
烏
獣
対

策
は
、
振
興
事
務
所
で
協
議
会

を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
期
待

し
て
い
き
た
い
。

一１２一



９月２０臼建設文敦常任委員会

町公共下水道整備事業の進捗状況は（調査）

（結呆）おおむね適正に処理されている事を確認した

水
道
課
概
要
説
明
　
事
業
計
画

は
、
計
画
処
理
面
積
１
１
Ｏ
Ｍ
、

計
画
処
理
人
］
６
千
人
、
町
公

共
事
業
の
事
業
費
は
３
３
億
円
を

予
定
し
、
国
庫
補
助
比
億
円
、

起
債
１
４
億
円
、
町
負
担
が
４
億

円
で
あ
る
。

　
平
成
２
３
年
度
の
完
成
を
目
指

し
、
現
在
、
第
４
処
理
分
区
、

柿
園
地
区
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
ｎ
年
度
に
は
第

３
処
理
分
区
、
倉
見
地
区
の
事

業
認
可
を
受
け
る
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　
工
事
に
か
か
る
地
域
の
住
民

へ
の
説
明
で
は
、
事
業
説
明
と

公
共
マ
ス
設
置
の
お
願
い
を
し

て
い
る
。
受
益
者
負
担
金
等
の

内
容
に
つ
い
て
は
下
水
道
運
営

審
議
会
の
決
定
を
持
っ
て
説
明

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
住
民

の
方
の
負
担
と
し
て
は
受
益
者

負
担
金
、
宅
内
排
水
設
備
工
事
、

使
用
料
で
あ
る
。
審
議
会
の
答

申
を
受
け
各
種
の
条
例
及
び
規

則
を
作
成
し
、
議
会
に
お
諮
り

す
る
古

　
供
用
開
始
予
定
年
度
は
、
平

成
１
５
年
度
に
柿
園
の
一
部
、
平

成
１
８
年
度
に
柿
園
の
一
部
及
び

倉
見
、
平
成
２
１
年
度
に
本
町
及

び
上
町
、
平
成
２
３
年
度
に
下
暮

地
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
地
方
債
の
利
率
、
償
還
年

度
は
、
ま
た
利
率
は
変
動
す
る

の
か
。
交
付
税
の
バ
ッ
ク
は
あ

る
の
か
。

水
道
課
　
政
府
資
金
が
主
で
５

年
据
え
置
き
の
そ
の
後
２
５
年
払

い
、
金
利
は
現
在
の
相
場
で
概

ね
２
・
Ｏ
％
、
将
来
に
渡
っ
て

固
定
し
て
い
る
。
地
方
交
付
税

へ
の
算
入
は
通
常
で
元
金
、
利

子
と
も
に
５
０
％
で
あ
る
。

問
　
第
４
処
理
分
区
に
お
い
て

流
入
点
を
増
や
す
と
の
事
で
あ

る
が
、
他
の
処
理
分
区
な
ど
に

お
い
て
も
流
入
点
を
増
や
し
て

い
け
ば
無
駄
な
管
の
布
設
が
避

け
ら
れ
る
。
町
公
共
管
と
流
域

管
と
の
接
続
方
法
に
つ
い
て
も
、

県
に
負
担
し
て
も
ら
え
れ
ば
経

費
節
約
と
な
る
。

水
道
課
　
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

意
見
　
下
水
道
事
業
は
大
規
模

な
事
業
で
あ
り
多
額
の
予
算
が

か
か
る
。
創
意
工
失
に
よ
り
無

駄
な
支
出
を
無
く
す
と
と
も
に
、

国
・
県
に
も
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
小
申
学
校
パ
ソ
コ
ン
ｏ
入
内
昏
と

　
　
　
呵
民
へ
の
関
放
に
両
は
た
箏
簑
は

　
　
　
導
入
後
呵
民
を
対
象
と
し
た

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
す
る

　
　
　
本
年
度
予
算
の
中
に
イ

問
　
　
　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
教

育
の
推
進
と
し
て
小
学
校
２
０
台
、

中
学
校
４
０
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
新

し
く
し
、
小
学
校
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
発
信
・
他
校
と
の
情
報

交
流
・
調
べ
学
習
等
を
、
中
学

校
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
コ
ン

ピ
ユ
ー
タ
を
使
い
こ
な
し
て
い

く
能
力
の
育
成
を
図
る
な
ど
、

そ
の
目
的
に
は
賛
成
で
き
る
。

　
そ
こ
で
第
ー
に
機
種
選
定
に

つ
い
て
、
察
２
に
親
子
教
室
の

開
催
予
定
及
び
町
民
を
対
象
に

し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
、
利
用

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

長
　
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

町
　
機
種
選
定
は
、
教
育
委

員
会
・
小
中
学
校
及
び
総
務
課

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組

み
、
多
角
的
に
検
討
さ
せ
た
。

　
チ
ー
ム
は
郡
内
の
学
校
を
視

察
、
そ
の
報
告
で
は
、
情
報
担

当
教
師
の
方
針
、
導
入
業
者
の

サ
ポ
ー
ト
内
容
で
、
異
な
る
環

境
に
児
童
生
徒
を
導
い
て
し
ま課題に取り組む小学校パソコンクラブ員

う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン

に
自
己
復
旧
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
た
学
校
が
あ
り
、
多
数

の
児
童
生
徒
が
自
由
に
使
え
る

こ
と
、
町
民
参
加
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
等
で
幅
広
く
使
え
る
こ
と

が
わ
か
り
、
機
種
選
定
の
必
須

条
件
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
○
サ
ー
バ
ー
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
＠
児
童
生

徒
用
パ
ソ
コ
ン
　
プ
リ
ン
タ
ー

等
周
辺
機
器
と
分
け
て
契
約
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
次
に
親
子
や
町
民
を
対
象
と

し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
本
年

度
も
ｕ
月
よ
り
６
回
程
度
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
血
ま
た
新
規

に
国
の
補
助
事
業
を
取
り
入
れ

町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
を

計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
イ
タ
ズ
ラ
を
し
て
も
電

問
　
　
　
源
を
切
る
と
元
に
戻
る
、

初
心
者
に
は
あ
り
が
た
い
最
新

鋭
の
パ
ソ
コ
ン
で
あ
る
。

厘
以
　
こ
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
不

ｍ
｝
　
要
な
内
容
を
自
動
的
に

消
す
事
が
で
き
、
誰
が
使
用
し

た
後
で
も
安
心
し
て
子
供
達
に

使
っ
て
い
た
だ
け
る
。
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察実施
一
．
Ｏ

成１１年９

と国道を結ぶ橋梁建設現場
・
　
圭
目

．
桂

シー ルド現場（田野倉）

トンネル現場（猿橘）

成、 建設現場

区
原
造

エ
ケ
一

合
木
タ

■視察工事現場１

　桂川１号線落
　桂川１号線梨
　桂川清流セン

線
線
セ

号
号
流

問題のあるところ

＝施工区間で常時作業するため、路上交
＝通への影響が大。騒音振動対策が必要 。

１全ての工法の中で最も費用がかかる 。

１工事拠点に土地が必要 。

１地質により工法が変わってしまう
。

優れているところ

施工性経済性の面から考えると

有利な工法と言える
。

開削工法で困難な個所でも可能

地質条件、周辺環境に影響され
ずに工事が行なえる

。

周辺環境に影響されない 。

県
下
水
道
課
概
要
説
明
　
桂
川

流
域
下
水
道
事
業
は
、
西
桂
町

を
含
む
５
市
町
で
構
成
さ
れ
、

平
成
５
隼
度
に
着
手
し
た
。
当

初
計
画
で
は
全
体
事
業
費
３
９

８
億
円
、
整
備
期
間
、
平
成
５

年
か
ら
平
成
２
２
年
度
を
予
定
し

て
い
た
。
平
成
７
年
２
月
に
第

ユ
回
の
計
画
変
更
を
行
な
い
、

全
体
事
業
費
は
４
５
０
億
円
に

増
加
し
た
。

　
今
回
の
計
画
変
更
は
平
成
ｕ

年
７
月
２
６
日
に
関
係
市
長
町
長

各
位
に
説
明
し
た
案
で
あ
り
、

全
体
事
業
費
７
５
０
億
円
に
増

加
、
供
用
開
始
を
平
成
１
３
年
度

当
初
か
ら
平
成
１
５
年
度
当
初
に

２
年
間
延
伸
を
行
な
う
状
況
と

の
説
明
で
あ
る
。

口
’
竈
３
０
０
口
円

　
　
○
加
の
厘
由
は

　
今
回
の
全
体
計
画
の
変
更
で

な
ぜ
３
０
０
億
円
も
事
業
費
が

増
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ｏ

詳
細
な
調
査
・
設
計
に
伴
う
変

更
２
４
４
億
円
、
＠
当
初
調
査

と
の
相
違
３
０
億
円
、
　
消
費
税

及
び
物
価
ス
ラ
イ
ド
〃
億
円
、

＠
規
則
・
基
準
等
の
改
訂
９
億

円
が
主
で
あ
る
。
特
に
ｏ
の
詳

細
な
調
査
・
設
計
に
伴
う
変
更

に
よ
る
増
は
全
体
の
８
ユ
・
３
％

を
占
め
て
お
り
、
シ
ー
ル
ド
エ

法
の
採
用
に
よ
る
増
１
７
４
億

円
が
大
き
く
占
め
て
い
る
。

変
１
讐
の
呵
の
目
胆
は

　
変
更
後
の
全
体
事
業
費
７
５

０
億
円
の
う
ち
地
方
負
担
分
は

ー
７
７
憶
４
千
４
０
０
万
円
で
、

西
桂
町
の
負
担
は
９
億
７
千
６

０
０
万
円
、
内
交
付
税
措
置
が

７
億
３
０
０
万
円
、
純
負
担
額

は
２
億
７
千
３
０
０
万
円
と
見

込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
純
負
担

の
追
加
は
西
桂
町
に
お
い
て
９

千
７
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、

現
状
相
場
の
利
率
で
は
実
質
ユ

億
３
千
３
０
０
万
円
の
追
加
負

担
と
計
算
さ
れ
る
。

問
　
処
理
人
口
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
負
担
率
に
つ
い
て
、
今
後

の
各
市
町
の
状
況
に
よ
り
変
更

が
あ
る
の
か
。

県
下
水
道
課
　
実
際
に
は
計
画

処
理
人
口
の
変
更
に
つ
い
て
、

各
市
町
で
総
合
計
画
を
策
定
し

て
い
る
の
で
そ
の
上
で
相
談
さ

桂川清流センター建設現場で説明を聞く梨木ケ原トンネル現場地下工区を視察
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建設文教常

桂川流域下水道事業の進捗状況は（調査）

（結呆）西桂町内は全てシールドエ法を採用する
。

　　　町の追加負担は実質絢１億３千３００万円

施工方法の名称 施　　工　　方　　法　　の　概　　要

１地表面から管の基礎まで掘削して管渠を布設し埋め戻す工法。家庭と結ぶ町
；公共下水道の多くはこの工法を採用

。

１推進管の後部にセットした油圧ジャッキの推力により地中を押し進む工法 。

；先端にシールドマシンを装備し、シールドという強固な鋼鉄の筒により 、地
；中にトンネルを構築していく工法。流域下水道管で多く採用された工法

。

１山岳トンネルエ法で、機械または発破により掘削しながら掘り進む工法 。

閉削工法

推進工法
シールドエ法

トンネルエ法

下
水
道
工
法
の
比
較

せ
て
い
た
だ
く
。
仮
に
減
ら
す

と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
負
担
率

に
変
更
が
生
じ
、
他
の
市
町
に

と
っ
て
も
影
響
が
出
る
。

間
こ
れ
か
ら
も
シ
ー
ル
ド
エ

法
等
の
検
討
で
追
加
負
担
が
あ

り
え
る
の
で
は
な
い
か
。

県
下
水
道
課
　
地
質
が
予
想
と

異
な
っ
て
い
て
も
機
械
に
よ
り

掘
り
進
む
の
で
、
シ
ー
ル
ド
エ

法
に
お
い
て
は
作
業
内
容
の
変

更
は
不
要
で
あ
る
。

　
詳
細
な
事
業
費
を
再
計
算
し

こ
こ
に
提
示
す
る
も
の
で
、
当

然
こ
の
金
額
で
事
業
が
出
来
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
当
町
議
会
で
は
数
年
前
に

国
道
１
３
９
号
線
が
交
通
渋
滞

に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け
る

工
法
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
お
願
い
し
た
経
緯
が
あ
る
。

シ
ー
ル
ド
エ
法
で
実
施
す
る
こ

と
は
地
域
要
望
を
重
視
し
た
結

果
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
県
の
流
域
幹
線
工
事

の
中
で
、
同
時
期
に
整
備
さ
れ

る
市
町
の
支
線
と
を
つ
な
げ
る

工
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

接
続
の
た
め
の
工
事
を
二
重
の

季
間
で
し
な
く
て
す
む
亡

県
下
水
道
課
　
今
の
時
点
で
は

現
状
の
計
画
で
進
む
予
定
で
あ

る
。
事
業
の
進
行
に
伴
っ
て
町

の
管
渠
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
生
じ
る
の
で
、
技
術

的
に
困
難
な
事
態
が
生
じ
た
場

合
、
建
設
省
に
協
議
し
て
み
た

い
と
思
う
の
で
、
市
町
か
ら
の

ご
相
談
は
受
け
た
い
。

間
　
シ
ー
ル
ド
エ
法
に
変
更
す

る
事
で
ー
７
４
億
円
増
加
し
た

と
説
明
し
て
い
た
が
、
シ
ー
ル

ド
エ
法
で
掘
り
進
む
場
合
の
ー

ｍ
当
た
り
の
単
価
は
い
く
ら
位

な
の
か
。

県
下
水
道
課
　
シ
ー
ル
ド
エ
法

で
の
施
工
延
長
は
全
体
で
〃
ｈ

と
８
２
０
ｍ
で
、
全
延
長
の
約

３
分
の
ユ
を
開
削
か
ら
シ
ー
ル

ド
に
変
更
す
る
。
シ
ー
ル
ド
エ

法
の
単
価
は
大
ま
か
に
ー
ｍ
当

た
り
ー
２
０
万
円
か
ら
ユ
５
０

万
円
程
度
で
あ
る
。
シ
ー
ル
ド

エ
法
は
開
削
工
法
・
ト
ン
ネ
ル

エ
法
と
比
べ
て
一
番
単
価
が
高

い
工
法
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
エ

法
で
は
地
質
条
件
が
穴
を
掘
っ

て
も
崩
れ
る
恐
れ
の
な
い
個
所

で
な
い
と
、
作
業
が
困
難
と
な

る
。

ｉ上Ｌ山上

　　　　　　　　　　　　　一
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農業体験学習棟の工事契約を承認

８月９日臨時会 ・運合審査会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

下暮地地内の町有地を現場視察する町議会議員

町
長
提
案
理
由
　
体
験
学
習
棟

新
築
に
つ
い
て
、
建
物
は
鉄
骨

造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

３
４
８
・
Ｏ
空
ｍ
の
設
計
で
あ
る
。

入
札
の
緕
果
、
河
口
湖
町
小
立
、

株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
エ
業
が
８

千
６
０
万
円
で
落
札
し
、
消
費
税

を
含
め
た
仮
契
約
金
額
は
８
千

４
６
３
万
円
で
あ
る
。
工
期
は

平
成
１
２
年
２
月
末
で
あ
る
。

問
　
参
加
す
る
農
業
諸
団
体
は
、

ま
た
木
工
室
を
使
用
す
る
団
体

は
あ
る
の
か
。

企
画
振
輿
課
　
大
豆
の
会
味
噌

加
工
、
そ
ば
の
会
そ
ば
道
場
、

手
織
り
の
里
グ
ル
ー
プ
体
験
教

室
等
が
上
げ
ら
れ
、
個
人
の
活

動
に
も
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
木
工
室
に
つ
い
て
は
大
月

林
務
事
務
所
職
員
を
講
師
と
し

て
教
室
を
開
い
て
い
き
た
い
。

問
　
体
験
学
習
棟
床
の
状
況
は
。

建
設
課
　
－
階
休
憩
室
は
和
室

で
畳
、
和
室
周
辺
の
廊
下
は
木
、

そ
の
他
各
種
体
験
室
、
ホ
ー
ル

等
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
防
水
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
る

予
定
で
あ
る
。
２
階
に
つ
い
て

も
防
水
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
貼

り
付
け
る
予
定
。

所管事務調査
．
．
工
．
．
１
１

成任委員会

（調査）三ツ峠グリーンセンター施設整備計画の変更にっいて

（結果）下暮地町有地のボーリング調査報告を受け再度検討したい

　計画変更の必要性は 、下暮地
地区要望であり理解できる 。

　今後も地区要望を聞＜など 、

慎重かっ特段の努力をもって事
業を進めるよう要請する 。変更
計画案については 、ボーリング
謂査報告を聞き 、その後の課題

としたい 。

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
平
成

１
０
年
度
か
ら
５
ヶ
年
計
画
で
国

庫
補
助
事
業
に
よ
る
町
営
一
一
一
ツ

峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
事
業
を
実
施
中
で
あ
り
、
入

田
用
水
の
余
剰
水
を
利
用
し
導

水
管
布
設
工
事
を
予
定
し
た
。

し
か
し
下
暮
地
住
民
よ
り
異
議

の
申
し
立
て
が
あ
り
、
下
暮
地

区
長
等
と
協
議
し
た
結
果
、
入

田
用
水
に
つ
い
て
は
農
業
用
水
、

生
活
用
水
と
な
っ
て
い
る
た
め

余
剰
水
で
あ
っ
て
も
取
水
は
困

る
と
の
結
論
と
な
り
、
ま
た
柄

杓
流
川
以
外
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
川
も
同
様
な
理
由

に
よ
り
、
余
剰
水
の
水
軍
へ
の

利
用
を
断
念
し
た
。

　
こ
の
た
め
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
水
車
を
回
す
水
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
建
設
予
定
の
管
理

棟
に
設
置
す
る
風
呂
の
水
と
同

じ
水
を
利
用
し
、
下
暮
地
の
町

有
地
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

地
下
水
を
利
用
す
る
計
画
に
変

更
し
た
い
。

問
　
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
他
の
場

所
も
検
討
し
、
水
軍
は
電
力
に

よ
り
水
を
循
環
式
に
し
、
再
利

用
す
れ
ば
良
い
の
で
は
。

町
長
　
必
ず
出
る
と
は
限
ら
ず
、

ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
な
ら
町
有

地
が
良
い
と
考
え
る
。
ま
た
町

有
地
周
辺
の
住
民
よ
り
余
剰
水

に
よ
る
防
火
用
水
、
生
活
用
水

へ
の
利
用
と
い
う
要
望
も
出
て

お
り
、
考
慮
し
た
い
。

問
　
町
長
が
申
さ
れ
る
要
望
は

下
暮
地
１
２
の
ー
、
２
組
が
出
し

た
も
の
で
、
周
辺
に
は
防
火
水

槽
も
無
く
、
側
溝
に
は
水
が
無

い
た
め
、
火
災
へ
の
不
安
、
生

活
排
水
に
よ
る
悪
臭
な
ど
、
本

当
に
困
っ
て
お
り
、
地
域
要
望

を
尊
重
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
切
実
な
要
望
と
し
て
重

大
に
受
け
と
め
て
い
る
。
配
慮

し
た
い
。
慎
重
に
か
つ
努
力
し
、

ボ
ｉ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

は
後
日
報
告
す
る
。
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証間毒

画
圃
寧
砂
琢

間
　
参
加
者
と
活
動
日
、
練
習

会
場
を
教
え
て
下
さ
い
。

貴
家
氏
　
西
桂
小
学
校
３
年
生

以
上
の
１
２
名
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
指
導
者
は
私
と
小
沢
を
含

め
５
名
で
す
。

　
練
習
は
週
４
回
で
月
、
水
は

夜
で
、
土
、
日
が
昼
で
す
。
練

習
会
場
は
西
桂
小
学
校
体
育
館

を
使
用
し
て
い
ま
す
亡

間
　
女
の
子
だ
け
が
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
男
の
子
は
。

貴
家
氏
　
男
子
も
や
り
た
い
と

言
え
ば
参
加
で
き
ま
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
。

貴
家
氏
　
主
に
バ
レ
ｉ
ボ
ー
ル

の
強
化
練
習
、
練
習
試
合
、
年

５
回
程
度
の
地
区
大
会
に
参

加
、
後
は
町
体
育
協
会
が
主
催

す
る
行
事
に
参
加
し
ま
す
。

問
　
今
後
の
目
標
は
。

貴
家
氏
　
３
年
後
学
校
は
土
日

休
み
に
な
り
ま
す
。
受
け
皿
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
達
の
健
全
育
成
が
大
切

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

目
を
向
け
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

アタック！６年生に続け下級生たち

問
　
保
護
者
の
組
織
は
。

貴
家
氏
　
保
護
者
会
を
組
織
し

て
い
ま
す
。

間
　
保
護
者
会
は
試
合
の
際
の
、

移
動
の
た
め
、
車
の
確
保
な
ど

を
行
な
う
の
で
す
か
。

貴
家
氏
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
か

ら
本
会
の
運
営
費
用
は
全
て
保

護
者
の
負
担
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

間
　
町
行
政
と
町
民
に
希
望
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

貴
家
氏
　
行
政
側
に
は
町
民
体

育
館
を
確
保
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
他
地
域
の
子
供
達
と
の
交

流
の
た
め
の
地
区
大
会
も
開
け

ま
す
。
ミ
ニ
バ
ス
も
剣
道
も
こ

の
体
育
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

小
沢
氏
　
２
面
確
保
で
き
れ
ば
、

練
習
の
際
半
分
に
仕
切
っ
て
、

他
の
団
体
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
　
こ
の
施
設
で
不
便
な
点
は
。

貴
家
氏
　
こ
の
体
育
館
に
は
不

便
を
特
に
感
じ
ま
せ
ん
。
教
育

委
員
会
に
配
慮
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
　
練
習
を
見
る
と
６
年
生
が

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
。

貴
家
氏
　
来
年
こ
の
ま
ま
で
す

と
活
動
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

問
　
４
，
５
年
生
に
入
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
は
。

貴
家
氏
　
そ
う
い
う
事
で
町
民

の
方
に
は
お
願
い
し
ま
す
。

間
　
議
会
広
報
は
読
み
ま
す
か
。

貴
家
氏
　
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
議
員
さ
ん
も
色
々

な
事
に
取
り
組
ま
れ
て
、
大
変

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
…
寸
甜
Ｌ
叶
弍
…

貫
一
一
鰐
難
一

：
＝

．
．
．
■

…
一
■
一

４
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

９
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
議
案
上
程

　
　
　
譲
案
３
１
一

　
　
説
明
・
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
本
会
議
休
憩

連
合
審
査
会

◇
付
託
議
案
審
査

本
会
識
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
譲
案
３
ユ
一

■
質
疑
・
討
論
一
採
決

本
会
議
閉
会

請
願
・
陳
情
は

審
査
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
情
８
　
介
護
保
険
制
度
１
こ
関
す

　
る
要
請
書

陳
情
ｇ
　
騒
悪
の
雇
用
構
旧
勢
の
も

　
と
で
雇
用
創
出
と
失
業
者
の
生

　
活
保
障
を
求
め
る
緊
急
要
請
書

陳
情
１
０
　
　
「
定
住
外
国
人
の
地
方

　
参
政
権
」
付
与
１
こ
反
対
す
る
陳

墓
陳
情
１
１
　
国
民
本
位
の
公
其
頭
業

　
推
進
と
執
行
体
制
の
拡
充
を
求

　
め
る
陳
情
書

陳
情
腔
　
不
況
打
開
、
国
民
本
位

　
の
公
共
事
業
と
建
設
行
政
の
民

　
主
的
転
換
を
求
め
る
陳
情
蕾
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